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「路地」から考える、少し先のまちの姿

　　～別府中心市街地・路地空間の魅力～

建築設計演習

　椎葉憲亮

　塩本真弓

　東郷哲史



別府駅

敷地



・妙見川通り、二條泉通り、銀座裏通りの三本
の路地に接している。

　　（路地裏散歩のルートである）

・アーケードに接しておらず人通りが少ない

・集合住宅や戸建住宅がある

・通り抜けできる建物がある

敷地の現状
ソルパセオ銀座

銀座裏通り

二條泉通り

妙見川通り



・妙見川通り、二條泉通り、銀座裏通りの三本の
路地に接している。

　　（路地裏散歩のルートである）

・人通りが少ない

・集合住宅や戸建住宅がある

・通り抜けできる建物がある

敷地の現状



路地の特徴

パブリック要素が濃い路地

プライベート要素が濃い路地



敷地の路地



敷地の選択理由

　 この敷地は歓楽街にありながらも
商店街（アーケード）に接しており

飲食店や、病院もあり、日常生活がしやすい。

自分達の中のゲストハウスをつくろう！
という考えに合致！！

ゲストハウスに適している敷地はないか？



コンセプト

＝別府でしかできないゲストハウスをつくろう！！

　ゲストハウス＝バックパッカーのための安宿

ゲストハウス＋α

住民と観光客の交流、温泉を利用する

home



ここを拠点に彼らは別府の街に飛び出す

ご飯を食べに、温泉に入りに・・・

次第に行動範囲を広げ

大分、九州、日本、世界中に足を伸ばすだろう

どんなに遠くに行っても帰ってきたくなるところ

第二の故郷となるような・・・「ｈｏｍｅ」

旅人たちのｈｏｍｅ

　　　　　　　　本拠地

homeとは・・・？



提案



提案



提案



提案



5～10年後

• 別府のセールスマンが日本中、世界中に増
える、飛び回る

• 別府に訪れる人が徐々に増える
• 中心部に若者が戻ってくる



路地の面白さ

・先が見えないことへの興味

・気分によって自由に移動できる

・光が入る感じ

・懐かしくあいまいな空間

・都会にも田舎にもある

おわり



③野上旅館



④梅園温泉



Team UMEZONO

0556056　　西久保　裕子
0556070       光永　宜玄
0556079       山口　洋介



対象敷地：

元町　梅園温泉界隈 N



梅園小路の魅力

人の話し声

湯気 温泉の湯の質

せっけんの香り

ゴボッゴボッゴボッという
温泉が湧き出る音

小さな路地裏温泉

梅園温泉は五感の
魅力があふれてい
る



梅園通り側入口 竹瓦温泉通り側入口



梅園通りから見たクランク 竹瓦温泉通りから見たクランク





梅園小路の現状

現在この路地は住民の抜け道または温泉客の
動線の一部でしかない。
温泉の前はその生活感が感じられるものの、そ
の他の住宅等は路地から遮断されている傾向が
ある。

もったいない！！



私たちは…

建物の内部から生活感の一部が

路地に向かって出る

路地空間を目指しました。



私たちの提案

①建物内部空間の一部を路地に参加させる

建物内部の持つ空気感を路地に向ける

②生活の補助的空間（洗濯場、物干し、　　
温泉）の配置

地元民の為の空間としての色を強めた



平面図兼配置図

Ｚ

梅園温泉

住宅 タンポポ

空き地



梅園温泉







５～１０年後先の梅園小路は・・・。

周辺住民が気軽にくつろぎに来れる空間でありたい。

この空間に人々が佇む空間を加えることで人々が足を止め、この路地の良さを
感じることができるような路地空間になればいいと思う。

人

様々な生活の音やにおいが路地に向かって流れてくるよう
な路地空間でありたい。

住宅等の空気感も路地空間に滲ませて、住民の生活感のある路地になればいい
と思う。

道





④梅園温泉



⑤高等温泉



表と裏

３＋１

0556019　梶原　瑠璃

0556021　川浪　亮一

0556074　村上　晃一

0556081　山村宗一郎

建築設計演習

～路地から考える、少し先のまちの姿～



敷地選定理由

　高等温泉の横をほんの数ｍ歩くだけで

にぎやかな表の駅前通りから

住宅が密集した静かな裏の路地に

場面が一気に変化したことに惹かれたから



敷地選定理由

この「表」と「裏」の

場面変化を活かして

高等温泉裏に新しい路地空間を

提案したい



案内図



路地紹介

　駅前高等温泉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際民宿こかげ

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正一位稲荷大明神

　　裏路地・トンネル

路地幅

（80cm～150cm）



提　案



対象としている路地の特徴

• 駅に近い
→立地が良い、人の流れがある

• 路地沿いに住宅が多い
→定住者がいる

• 温泉がある
→住民の日常の一部であり、観光客にも利用され
ている

• 国際民宿がある
→外国人観光客が訪れる



辻を中心に人々
が行き交う！

路地から温泉に通う人た
ちが通る

路地散策する人がやっ
て来る

路地の住人の生活の一
部である



コンセプト

路地の魅力を発信する空間



提案する空間 自分の足で歩いて、行動してみない
と先が見えない空間

・路地の延長である位置づけ

・地域住民の生活の延長上にある空間＝庭

・表通りからは想像できない空間



高等温泉横

竹のトンネル





高等温泉裏





ギャラリー

外観





ギャラリー

内観





こかげ

壁面につた





路地の未来予想図路地の未来予想図

5年から10年先を考える

住民どうしのコミュニケーションが取りやす
くなり、内なる活気を呼び起こす

提案した空間で路地の魅力を体感してもらう
ことで、多種の人に面白さを伝え、　　
「路地」の起点になる



• ●竹のトンネル●
• 高等温泉横の路地を通過する際に、高さと幅員のボリュームに変化をつけたトンネ
ルを作ることによって、表と裏の場面変化を強調した。

• また、表から来た人は、階段を下りることで初めて裏全体が見渡せるようにするた
め、現在ある掲示板を改良して、目隠しになるように配置した。

• ●休憩スペース●
• 　高等温泉の裏に新たな裏口を設け、住民が表に出なくても気軽に温泉に入れる
ようにした。その裏の空間に休憩スペースも併設することで、風呂上りに住民同士
や外部の人と談笑できる交流の場となっている。

• 半屋外となっているので、温泉が目的でない人も立ち寄って休憩することができる。
休憩スペースの様々な形と大きさの窓は、風景を切り取っており四季を楽しむこと
もできる。

• ●こかげ●
• 　こかげの壁面にツタをはわせ、表からも裏に何かがあることに気づかせる。路地
に緑を与えることで、今より安らぎを感じることができる。

• ●ギャラリー●
• 　ギャラリーの内部は、路地の延長をイメージしており、スロープでゆっくり上がりな
がら鑑賞を楽しむことができる。また、自然を感じられる空間や、ギャラリースペー
スが広がる空間もある。また、１階のコミュニケーションスペースは住民やここを訪
れた人が気軽に利用できる。



提案の流れ

大通りと路地が表裏
一体にある場所が

面白い

５～１０年先を考えたとき

大開発が進む中で路地は車も通れ
ない不便な場所である。人々に路
地を残そうとする気持ちがないと消

える可能性がある

特徴：大通り・駅に近い
ため、観光客の人が訪
れやすい。国際民宿な
どもあるので、多種の
人が集まれる位置

多くの人々に路地の魅力
を伝えて、不便さはあるけ
れど面白いことを体感して

ほしい。

路地の面白い要素を発進し
ている空間にしたい！
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